
(

承
前)

○
四
月
一
日

三
月
三
十
一
日
午
後
十
二
時

於
海
城

明
四
月
一
日
当
地
出
発
安
山
站
守
備
隊
を
派
遣
せ
ら
る

同
守
備
隊
編
成

司
令
官
歩
兵
少
佐

奥
宮
正
勝

歩
兵
第
六
聯
隊
第
三
大
隊

砲
兵
第
五
聯
隊
第
一
大
隊

(

一
中
隊
欠)

伝
騎
下
士
一
名
兵
卒
八
名

第
一
軍

命
令

四
月
一
日
午
前
十
時
弍
拾
分

於
海
城

去
る
三
月
三
十
日
日
清
両
国
休
戦
条
約
成
立
に
付
、
軍
参
謀
青
木
宣
純
を

清
国
軍
隊
司
令
官
の
許
に
差
し
、
右
に
関
す
る
措
置
を
為
し
む
、
依
て
前

線
に
在
る
我
軍
隊
は
敵
兵
来
襲
す
る
に
あ
ら
ざ
る
よ
り
は
現
在
の
位
置
よ

り
前
進
す
可
ら
ず
、

野
津
第
一
軍
司
令
官

通
報

三
月
三
十
日
午
後
五
時
五
拾
分

廣
島
初

(

四
月
一
日
午
前
十
時
二
十
分

海
城
着)

�

《
資

料
》

『

征
清
戦
袍
余
滴』

(

六
・
完)

山
岡
金
蔵
中
尉
の
日
清
戦
争
従
軍
日
誌

井
ヶ
田

良

治

山

岡

高

志

は
し
が
き

Ⅰ

緒

言

Ⅱ

明
治
二
十
七
年
日
誌

八
月
四
日
〜
十
月
二
十
一
日

(
以
上

七
十
五
号)

十
月
二
十
二
日
〜
十
二
月
四
日

(

以
上

七
十
六
号)

十
二
月
五
日
〜
明
治
二
十
八
年
一
月
十
七
日

(

以
上

七
十
七
号)

Ⅲ

明
治
二
十
八
年
日
誌

一
月
十
八
日
〜
三
月
七
日

(

以
上

七
十
八
号)

三
月
七
日
〜
四
月
四
日

(

以
上

七
十
九
号)

四
月
四
日
〜
六
月
十
四
日

(

以
上

本
号)



第
一
軍
司
令
官
宛

参
命
第
二
五
一
号

命
令
明
治
廿
八
年
三
月
三
十
日

一
日
清
両
帝
国
間
別
紙
休
戦
条
約
成
立
す

二
其
軍
は
本
命
令
を
受
領
し
た
る
と
き
よ
り
敵
の
軍
隊
者
休
戦
条
約
に
背

き
た
る
動
作
あ
る
場
合
を
除
く
の
外
者
、
条
約
に
準
拠
し
て
休
戦
す
べ

し
三
本
命
令
を
受
領
す
れ
ば
、
其
の
全
文
を
返
電
す
可
し

三
月
三
十
一
日
午
後
五
時
二
十
分

大
本
営

別
紙
休
戦
条
約
左
の
如
し

第
一
条

日
清
両
帝
国
政
府
は
奉
天
省
、
直
隷
省
、
山
東
省
地
方
に
在
て

下
に
記
す
る
処
の
条
項
に
従
ひ
両
国
休
戦
の
条
例
を
実
行
す

第
二
条

本
条
約
の
功
力
に
由
り
休
戦
す
べ
き
軍
隊
は
実
際
攻
戦
を
訂
正

す
る
処
に
在
て
各
其
屯
駐
す
る
処
の
場
所
を
保
持
す
る
権
利
を
有
す

べ
し

但
し
本
条
約
の
期
限
内
は
如
何
な
る
場
合
た
り
と
も
前
記
の
場
所
外

に
進
入
す
る
事
勿
る
べ
き
も
の
と
す

第
三
条

日
清
両
帝
国
政
府
は
本
条
約
の
存
す
る
間
は
攻
守
の
何
れ
を
問

わ
ず
各
自
対
陣
の
方
向
に
於
て
進
撃
の
備
を
加
へ
或
は
援
員
を
派
し

其
他
一
切
戦
闘
力
を
増
加
せ
ざ
る
事
を
約
す
、
然
れ
ど
も
現
に
戦
地

に
於
て
戦
闘
に
従
事
す
可
き
軍
隊
を
増
加
す
る
の
目
的
に
あ
ら
ざ
る

以
上
は
両
帝
国
政
府
に
於
て
新
に
兵
員
を
配
置
運
送
す
る
事
を
防
げ

ざ
る
事

第
四
条

海
上
に
於
け
る
兵
員
軍
需
及
其
他
一
切
戦
時
禁
制
品
の
運
送
は

戦
時
常
規
に
依
り
捕
獲
せ
ら
る
事
あ
る
可
き
も
の
と
す

第
五
条

日
清
両
帝
国
政
府
は
本
条
約
調
印
の
日
よ
り
廿
一
日
間
を
限
り

休
戦
を
実
行
す
る
も
の
と
す
尤
も
両
国
軍
隊
の
駐
屯
す
る
場
所
に
し

て
電
信
の
通
ぜ
ざ
る
処
へ
は
迅
速
の
方
法
を
以
て
休
戦
の
命
令
を
発

す
べ
し
而
し
て
両
国
軍
隊
司
令
官
に
て
右
命
令
を
受
け
た
る
と
き
は

互
ひ
に
其
趣
を
通
知
し
休
戦
の
措
置
を
為
す
可
き
も
の
と
す

第
六
条

本
条
約
は
別
に
互
に
通
知
を
要
せ
ず
明
治
廿
八
年
四
月
二
拾
日

則
ち
光
緒
二
十
一
年
三
月
廿
六
日
正
午
に
於
て
終
了
す
而
て
若
し
右

期
限
内
に
於
て
媾
和
談
判
不
調
な
る
と
き
は
本
約
は
同
時
に
終
了
す

る
も
の
と
す

注
意

(

大
本
営
よ
り
追
加)

奉
天
省
は
盛
京
省
の
事
な
り
我
占
領
地
は
水

江
鎮
、
香
炉
溝�

、
雪
裏
店
、
巴
會
塞
、
安
山
站
、
発
号
甫
、
牛
荘
、

田
庄
臺
を
経
て
海
に
至
る
線
此
前
方
三
里
以
内
を
警
戒
区
域
と
す
若

し
敵
の
軍
使
来
る
と
き
は
海
城
へ
送
る
可
し

歩
兵
特
務
曹
長

加
藤
市
松

任
陸
軍
歩
兵
少
尉
第
十
中
隊
付
を
命
ぜ
ら
る

○
四
月
二
日

通
報

明
三
日
午
後
三
時
よ
り
日
暮
迄
唐
王
山
に
於
て
工
兵
第
三
大
隊
□
ン
火
薬

を
以
て
岩
石
を
裂
り
以
て
防
塁
工
事
を
爲
す
な
り

軍
参
謀
長
よ
り
通
報

(

四
月
一
日)
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日
清
両
国
休
戦
条
約
成
立
せ
し
に
付
其
条
約
書
内
之
に
関
す
る
事
件
は
既

に
本
日
軍
司
令
官
よ
り
達
せ
ら
れ
た
る
処
の
如
し
然
る
に
従
来
清
国
軍
の

居
動
を
見
る
に
□
謀
斯

(

欺
カ)

術
を
以
て
用
ひ
て
一
時
敵
の
鋭
鋒
を
さ

け
其
空
に
乗
じ
て
穿
然
来
襲
す
る
が
如
き
は
多
く
古
今
に
徴
せ
し
処
に
し

て
仮
令
は
遠
く
元
禄
頃
の
李
如
末
に
於
け
る
近
く
は
平
壤
の
戦
の
白
旗
に

於
け
る
が
如
く
概
ね
皆
此
類
也
依
而
此
際
用
い

(

容
易)

に
兵
を
動
か
す

能
は
ざ
る
は
勿
論
な
り
と
雖
も
各
地
各
警
戒
を
調
へ
又
何
と
き
に
て
も
運

動
し
得
る
如
く
し
て
苟
く
も
休
戦
の
油
断
に
依
り
敵
の
乗
ず
る
処
と
な
る

が
如
事
な
き
様
注
意
可
有
之
は
申
迄
も
無
之
候
へ
共
一
般
に
注
意
を
要
す

る
戦
時
為
念
申
入
候
也

第
三
大
隊
は
昨
日
敵
に
出
会

(

則
死

(

即
死)
一
名
負
傷
二
名)

第
七
拾
弍
条

攻
戦
に
当
り
抜
群
卒
出
る
敵
の
防
禦
工
事
を
犯
し
堅
固
に

拠
守
す
る
地
点
に
侵
入
し
て
以
て
奪
略
の
道
を
開
き
た
る
も
の

第
七
十
三
条

敵
兵
我
が
陣
地
堡
塁
砲
台
に
侵
入
す
る
に
当
り
抜
群
率
先

勇
闘
し
之
を
撃
退
す
る
に
い
た
ら
し
め
た
る
者

第
七
拾
四
条

敵
火
を
冒
し
て
率
先
衆
を
励
ま
し
其
力
に
依
り
我
が
散
逸

せ
る
砲
具
□
□
輓
馬
駄
馬
を
失
ひ
た
る
砲
火
賁
を
収
還
し
た
る
者

第
七
拾
五
条

猛
烈
な
る
敵
火
を
冒
し
て
其
工
事
を
な
す
に
当
り
剛
胆
勇

奮
以
て
衆
を
励
ま
し
迅
速
に
作
業
を
成
し
た
る
も
の

三
日
無
事○

四
日

敵
情

大
本
営
よ
り
連
合
艦
隊
司
令
長
官
に
与
へ
た
る
命
令

(

二
月
廿
日
附)

貴

艦
は
連
合
艦
隊
の
首
力
則
ち
松
島
・
橋
立
・
厳
島
・
千
代
田
・
吉
野
・
波

速
・
高
千
穂
・
秋
津
州
の
諸
艦
及
び
西
京
丸
・
近
江
丸
・
相
模
丸
等
を
引

率
し
て
佐
世
保
軍
港
に
廻
航
し
出
征
諸
準
備
を
成
す
べ
し

貴
官
は
出
征
の
準
備
の
整
頓
す
る
を
待
て
其
首
力
は
別
表
陸
軍
支
隊
を
率

ひ
て
き
ゅ
う
こ
嶋
を
占
領
し
此
地
を
以
て
根
拠
と
し
バ
ア
ン
群
島
以
南
の

海
面
を
制
す
る
事
を
勉
む
べ
し

連
合
艦
隊
の
残
部
及
所
属
艦
船
水
雷
艇
隊
は
貴
官
本
邦
に
向
て
発
向
の
日

を
以
て
一
時
西
海
艦
隊
司
令
長
官
の
指
揮
の
下
に
入
り
大
本
営
に
直
隷
せ

し
む

同
時
西
海
艦
隊
司
令
長
官
に
与
ふ
る
命
令

貴
官
は
曩
に
連
合
艦
隊
司
令
長
官
に
与
へ
た
る
命
令
及
び
訓
令
施
行
を
継

続
し
且
つ

｢

ヨ
ウ
シ
コ
ウ｣

た
が
ひ
の
海
面
を
除
き
馬
ア
ン
群
島
よ
り
以

北
を
制
す
る
事
に
勉
む
べ
し

別
紙
陸
軍
混
成
枝
隊

戦
闘
序
列

支
隊
長

菱
島
大
佐

後
備
歩
兵
第
一
聯
隊

同
第
十
二
聯
隊
の
第
一
大
隊

臨
時
山
砲
兵
中
隊

臨
時
弾
薬
縦
列

詳
報

四
月
一
日
午
前
第
十
一
時
七
分
廣
島
発

二
日
午
後
九
時
二
分

海
城
着

第
一
軍
参
謀
宛

陸
軍
参
謀
よ
り

連
合
艦
隊
及
混
成
枝
隊
は
三
月
十
五
日
佐
世
保
港
出
発
廿
日
倉
島
に
至
り

廿
三
日
午
前
よ
り
澎
湖
島
南
岸
の
裏
正
角
湾
に
於
手
敵
の
抵
抗
を
受
た
る

『征清戦袍余滴』 (六・完)�



事
な
く
容
易
に
上
陸
し
同
日
小
戦
闘
□
の
後
コ
ウ
角
湾
東
北
の
高
地
の
二

砲
台
を
陥
し
翌
廿
四
日
二
回
の
戦
闘
の
後
馬
公
城
を
略
取
せ
り
廿
五
日
に

は
ヨ
シ
キ
ョ
湾
の
湾
頭
の
敵
大
凡
一
千
人
降
伏
せ
り
、
廿
六
日
に
は
漁
翁

島
砲
台
を
占
領
し
茲
に
於
て
澎
湖
島
全
部
が
我
有
に
帰
せ
り
我
兵
死
傷
二

十
余
敵
の
死
傷
未
詳

右
通
報
す

自
四
月
一
日
至
四
日

見
聞

前
哨
相
当
に
し
て
別
に
見
聞
す
る
所
な
し
、
左
に
僧
空
元
と
て
団
山
子
と

云
ふ
所
の
者
当
年
八
十
八
才
に
し
て
頗
る
健
康
な
り
、
同
人
に
就
て
戯
に

我
が
運
命
を
問
へ
ば
乃
ち
左
の
如
し
、
呵
々
一
笑
に
供
す

占
卦

今
年
六
月
初
旬
聊
想
能
帰
国
帰
国
必
得
功
労

三
十
一
歳

平
和

三
十
二
歳

必
居
高
位

三
十
八
歳

必
官
上
加
官

此
単
不
�
信
可
留
数
日
好
知
実
否

清
国
人
の
死
を
弔
ふ
を
見
る
、
死
人
を
台
上
に
載
せ
黄
龍
紋
の
衣
を
以
て

之
を
掩
ひ
秀
才
の
帽
を
以
て
被
ら
し
め
、
而
し
て
其
子
は
哭
泣
大
声
し
て

屋
の
四
周
を
泣
き
つ
つ
ま
わ
る
様
子
は
他
人
に
知
ら
し
む
る
の
意
な
る
や
、

如
何
に
も
笑
ふ
べ
き
程
の
泣
き
方
な
り
、
婦
人
は
死
人
の
周
囲
に
あ
り
て

何
れ
も
泣
き
伏
し
て
頭
を
あ
ぐ
る
能
は
ず
、
他
人
の
見
舞
に
来
る
も
の
は

何
れ
も
皆
泣
き
て
目
を
た
だ
ら
す
を
以
て
礼
と
す

子
の
四
周
を
泣
き
回
る
と
き
は
提
灯
へ
火
を
点
じ
、
土
瓶
へ
水
を
入
れ
た

る
も
の
を
提
げ
、
白
昼
に
大
声
に
わ
ー
わ
ー
泣
き
つ
つ
家
の
四
方
の
大
道

を
泣
き
廻
る
な
り
、
此
者
頭
に
白
布
を
ま
く
、
死
人
の
頭
辺
に
は
紙
を
焼

く
、
丁
度
日
本
の
線
香
の
如
し
、
茶
碗
へ
き
び
を
盛
り
、
之
へ
き
び
の
穂

先
へ
わ
た
を
附
け
た
る
も
の
を
さ
す
、
日
本
の
ご
は
ん
さ
ん
の
如
し
死
人

は
早
く
て
三
日
長
く
て
三
十
日
を
其
儘
置
き
後
葬
る
と
云

僧
は
り
ん
を
叩
き
念
神
す
、
さ
れ
ど
平
常
服
の
通
り
に
て
僧
衣
を
用
ひ

ず
供
物
は
酒
あ
り
、
肴
あ
り
、
包
子
あ
り
、
紙
あ
り
、
而
し
て
一
般
に
妙

な
粧
飾
を
な
す
、
何
れ
も
皆
赤
紙
青
、
白
黄
、
紙
を
用
ゆ
、
花
の
如
き
は

之
を
見
ず

僧
空
之
棍
棒
を
振
り
回
す
事
最
も
巧
な
り
、
恰
も
日
本
剣
術
の
か
た
の
如

し
、
又
、
相
撲
の
幣
振
り
の
如
き
事
を
な
す
、
学
べ
ど
も
覚
へ
る
事
能
は

ざ
り
し
、
又
足
を
前
後
に
真
直
に
伸
ば
し
、
臀
を
地
に
着
け
両
手
に
て
足

と
頭
を
一
処
に
に
ぎ
る
出
来
そ
ー
に
し
て
出
来
ざ
る
事
な
り

八
十
八
才
の
老
人
に
し
て
眉
毛
長
く
一
二
寸
あ
り
、
同
人
に
宝
丹
半
服
を

高
寿
の
祝
と
し
て
遣
り
し
に
大
喜
び
し
て
以
上
の
芸
を
な
せ
る
な
り
、
此

芸
は
清
国
の
講
武
と
云
へ
り
、

地
閣

(

あ
ご)

赤
口

(

口)

人
中

(

鼻
の
下)

準
頭

(

は
な
先)

山
根

(
目
と
目
の
間)

明
堂

(

眉
と
眉
と
の
間)

天
亭

(

ひ
た
え)

天
倉

(

こ

め
か
み)
命
門

(

耳
の
事)

僧
空
元
は
我
の
人
相
を
見
て
方
元
と
云
へ
り
、

方
元
と
は
甚
だ
好
し
と
云
ふ
事
な
り
、
依
て
序
に
以
上
の
名
を
覚
へ
た
り
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紙
を
切
る
に
は
小
刀
を
用
ひ
ず
、
紙
を
折
り
端
よ
り
引
き
張
り
切
る
な
り
、

此
紙
の
切
り
方
は
皆
支
那
人
に
命
じ
て
切
ら
し
め
た
り
、
小
刀
よ
り
も
立

派
に
切
る
な
り

本
日
海
城
へ
帰
る

(

四
日)

昨
日
の
神
武
天
皇
祭
の
祝
と
し
て
焼
酎
及
巻

煙
草
九
十
本
渡
る
、
何
れ
今
日
祝
ふ
積
り
な
り

来
状

一
志
八
郡
八
知
村
正
井
松
五
郎
よ
り
弟
竹
次
郎
の
所
属
な
る
を
以
て
礼
状

を
送
り
来
る

東
京
日
々
弍
枚
岡
本
君
よ
り
大
坂
朝
日
三
枚
飯
田
君
よ
り
恵
送
を
受
句
、

広
告
物
価
ま
で
隈
な
く
拝
見
、
辰
次
郎
へ
送
る

四
月
四
日

午
前
十
二
時

海
城
西
方

�
甲
山
の
西
北
団
山
子
小
哨
に
て

金
蔵
認

父
上
様

四
月
十
四
日

殷
千
戸
屯

四
月
四
日

(

海
城)

戦
史
編
纂
の
材
料
蒐
集
の
事
に
付
其
標
準
次
の
如
し

記
事
の
体
裁
は
戦
史
体

(

普
仏
魯
土
戦
史
等
に
類
す)

諸
隊
の
動
作
は

為
し
得
る
限
り
小
部
隊
の
運
動
々
作
に
至
る
ま
で
斥
候
偵
察
等
の
動
作
に

て
作
戦
上
に
関
せ
し
分
は
凡
て
記
載
の
事
、
命
令
報
告
の
大
意
摘
記
編
者

の
意
見
あ
れ
ば
其
都
度
記
入
の
事

(

仮
へ
は
何
れ
の
処
の
攻
撃
点
は
那
辺

に
あ
り
し
か
、
或
は
行
軍
方
向
等
の
事
に
関
し
其
他
云
々)

戦
闘
部
隊
は

戦
闘
及
宿
営
略
図

訓
示

(

四
月
三
日
午
後
十
時
三
十
分
海
城
に
於
て)

遼
陽
方
面
敵
陣
に
差
遣
せ
し
青
木
参
謀
が
鞍
山
站
よ
り
二
回
の
使
を
派
し
、

書
面
を
以
て
使
命
の
要
趣
を
通
知
し
、
先
づ
清
国
将
僚
と
一
地
点
に
会
合

せ
し
事
を
照
会
し
、
又
公
法
に
従
ひ
軍
使
を
待
つ
べ
き
事
を
通
告
せ
し
に
、

彼
は
何
時
も
之
に
答
へ
ざ
る
を
以
て
、
同
参
謀
は
時
日
の
恣
に
遷
延
せ
ん

事
を
恐
れ
、
今
日
一
行
七
名

(

騎
兵
五
名
、
通
弁
一
名)

遼
陽
街
道
を
前

進
せ
し
に
、
四
包
台
を
去
る
三
四
百
米
突
の
地
に
到
る
や
、
彼
は
我
の
百

方
軍
使
た
る
事
を
示
す
に
も
係
ら
ず
、
我
に
発
射
し
て
已
ま
ず
、
遂
に
戦

闘
に
進
み
し
支
那
嚮
導
一
名
を
負
傷
せ
し
め
た
り
、
依
て
同
参
謀
は
已
む

を
得
ず
鞍
山
站
に
帰
還
す
、
以
上
の
有
様
に
付
、
各
団
隊
は
現
に
警
戒
を

調
べ
、
一
旦
事
あ
る
に
際
し
て
は
、
時
刻
を
移
さ
ず
急
に
応
ず
る
の
覚
悟

な
か
る
べ
か
ら
ず
、

右
訓
示
す

第
一
軍
司
令
官

野
津
道
貫

過
日
暖
気
に
向
ひ
吐
瀉
病
流
行
の
患
あ
り
、
自
今
乗
船
渡
航
す
る
も
の
は

其
部
隊
長
に
於
て
一
層
注
意
し
、
下
士
卒
人
夫
等
の
猥
り
に
食
物
を
携
帯

し
、
又
各
港
湾
に
於
て
臨
時
食
物
を
購
求
せ
し
め
ざ
る
様
、
其
所
属
部
隊

長
に
於
て
厳
重
に
取
締
り
を
致
す
べ
し

参
謀
総
長

彰
仁
親
王

四
月
五
日

聯
隊
は
明
日
海
城
出
発
し
、
乾
線
堡
に
転
ず

鞍
山
站
に
あ
る
第
六
聯
隊
の
第
三
大
隊
及
砲
兵
は
塚
本
大
佐
の
隷
下
に
属

せ
ら
る
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四
月
六
日

(

海
城
出
発
、
大
屯
に
至
る)

敵
兵
約
五
百
人
上
石
橋
子
に
あ
り

明
日
将
校
斥
候
を
以
て
地
形
を
偵
察
せ
し
む

(

野
元
少
尉)

四
月
七
日

吉
林
軍
は
偏
将
よ
り
三
日
の
夕
よ
り
四
日
の
朝
に
至
る
二
回
の
往
復
あ
り
、

｢

こ
れ
は
前
日
我
青
木
参
謀
の
一
行
の
持
行
き
し
白
旗
を
以
て
来
る｣
(

見

せ
消
し)

四
日
昼
清
兵
二
名
武
装
せ
ず
し
て
来
れ
り

(

何
の
積
り
か
分
ら
ず)

五
日
海
城
の
知
事
た
り
し
徐
よ
り
軍
使
来
れ
り
、
蓋
し
初
の
二
回
は
武
装

軍
使
の
公
法
を
知
ら
ざ
り
し
が
如
し
、
五
日
の
分
は
白
旗
を
持
ち
来
る
、

徐
の
書
面
中
に
曰
く
、

是
迄
休
戦
の
事
部
下
一
般
に
知
ら
せ
ざ
る
為
め
に
射
撃
せ
し
な
り
と
、
及

鞍
山
店
に
兵
を
出
し
た
る
は
如
何
の
故
な
る
や
、
此
兵
を
引
払
へ
ば
海
城

を
攻
撃
せ
ず
と

依
て
青
木
参
謀
よ
り
次
の
返
事
を
出
す

休
戦
以
前
に
鞍
山
站
へ
兵
を
出
し
た
る
な
り
、
故
に
退
却
せ
ず
と

此
軍
使
に
来
り
し
清
兵
は
我
前
哨
中
隊
に
て
飯
を
与
へ
た
り

(

空
腹
な
り

一
杯
賜
は
れ
と
云
へ
る
故)

、
然
る
に
喜
び
て
之
を
食
ひ
菜
に
さ
け
二
切

れ
を
与
へ
し
か
ば
、
其
一
切
れ
は
之
を
紙
に
包
持
ち
帰
れ
り
と
、
乞
食
同

様
の
事
な
り
し
と
、
兵
の
食
物
の
充
分
な
ら
ざ
る
之
に
て
明
ら
か
な
り

又
四
日
に
来
り
し
二
名
の
清
兵
は
軍
使
と
云
ふ
も
、
書
簡
を
持
居
ら
ず
、

只
隊
長
の
安
否
を
伺
ふ
為
め
に
来
る
と
云
へ
り
、
然
ら
ば
上
官
の
命
な
り

や
と
問
へ
ば
、
否
我
考
へ
な
り
と
答
へ
た
り
、
思
ふ
に
我
が
歩
哨
線
等
を

偵
察
に
来
り
し
も
の
な
ら
ん

四
月
八
日

無
事

四
月
九
日

明
日
よ
り
日
々
演
習
を
始
む

電
信
海
城
よ
り
通
ず

四
方
台
に
は
敵
な
し
、
さ
れ
ど
昨
日
は
四
方
台
の
東
か
西
に
て
二
三
発
の

銃
声
を
聞
く
、
清
兵
二
三
十
名
づ
つ
連
合
し
て
近
村
に
出
て
豚
及
鶏
を
徴

発
せ
り
と
、
察
す
る
に
此
兵
等
の
所
為
な
ら
ん
、
又
喇
叭
の
音
も
聞
ゆ

昨
日
哨
官
兵
卒
二
名
と
我
歩
哨
線
に
来
る
、
来
意
は
過
日
の
返
事
を
聞
き

た
し
と
の
意
な
り
し
、
さ
れ
ど
返
事
を
得
ず
し
て
帰
れ
り

武
部
中
尉

(

亀
松)

本
日
長�

子
に
斥
候
と
し
て
至
る
、
該
村
北
方
約
五

百
米
突
の
所
に
て
イ
ロ
ハ
ニ

(

地
図
あ
り)

の
所
よ
り
射
撃
を
受
け
た
り
、

依
て
斥
候
は
進
で
長�

子
に
至
り
し
に
、
人
家
に
銃
を
持
ち
し
も
の
三
名
、

剣
の
み
持
ち
し
も
の
一
名
、
都
合
四
名
あ
り
、

四
月
十
日

無
事

四
月
十
一
日

歩
兵
大
尉

徳
田
誠
一

任

陸
軍
歩
兵
少
佐

第
一
軍
兵
站
司
令
部
附
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歩
兵
中
尉

千
秋

勧

任

陸
軍
歩
兵
大
尉

第
一
軍
兵
站
司
令
部
附

歩
兵
中
尉

倉
田
新
七

第
十
中
隊
附
を
免
じ
、
第
五
中
隊
附
を
命
ず

大
連
湾
に
虎
列
拉
病
発
生
す
、
衛
生
上
一
層
注
意
す
べ
し

敵
情

黒
牛
庄

(

四
家
子
東
北
清
里
四
十
里)

に
歩
兵
一
千
五
百
人
依
将
軍
は
龍

鳳�

に
張
将
軍
は
遼
陽
の
正
面
小
北
河
に
あ
り
と
、
土
人
の
言
な
り

本
日
徳
田
少
佐
を
訪
ひ
、
夜
半
に
至
る
ま
で
焼
酎
を
も
っ
て
離
別
杯
を
挙

ぐ
、
帰
る
は
午
前
三
時
な
り

本
日
を
以
て
缸
瓦
寨
附
近
の
図
を
完
成
し
大
隊
へ
出
す
、
恒
川
、
柴
田
、

山
村
の
一
軍
曹
、
二
上
等
兵
の
働
き
多
し
と
記
し
置
り
、

四
月
十
二
日

雨

無
事

四
月
十
三
日

陸
軍
歩
兵
中
尉
口
羽
清
之
丞
、
大
尉
に
任
じ
、
第
二
中
隊
長
を
命
ぜ
ら
る
、

依
て
小
官
は
大
隊
副
官
代
理
を
命
ぜ
ら
る

敵
情

依
将
軍
の
部
下
八
千
人
の
所
在
分
明
せ
り
、
陶
官
屯
の
南
の
河
溝
に
伏
兵

二
三
百
人
あ
り
と
、

衆
議
院
よ
り
感
謝
状
来
る

拝
啓

時
下
春
風
に
相
成
、
柳
枝
も
蕾
を
芽
し
候
、
愈
以
御
清
安
被
遊
候
事
と
奉

存
候
、
此
許
両
人
と
も
無
事
御
安
神
被
下
度
候
、

扨
此
度
口
羽
副
官
は
大
尉
に
昇
任
、
第
二
中
隊
長
と
相
成
、
自
分
は
第
一

大
隊
副
官
に
補
せ
ら
れ
、
昨
十
三
日
よ
り
就
職
仕
候
間
、
御
承
知
被
下
度

候
、

馬
装
等
は
一
切
口
羽
君
よ
り
買
受
け
候
様
仕
候

右
の
次
第
に
て
武
藤
も
中
隊
に
残
し
置
候
、
彼
も
無
事
に
居
り
候

過
日
御
送
り
被
下
候
郵
便
切
手
は
到
着
仕
候
へ
ど
も
、
丁
度
使
用
す
る
線

路
外
に
屯
在
仕
候
へ
ば
、
乍
残
念
其
儘
に
て
一
々
御
返
事
も
不
申
上
候
、

追
送
品
に
は
、

グ
ル
メ
ッ
ト

(

馬
の
道
具
に
て
七
八
十
銭
以
上
と
存
候)

壱

拍
車

但
し
短
靴
用
且
つ
短
靴
と
も

壱
個
も
御
加
へ
被
下
度
候

夏
ヅ
ボ
ン
は
タ
ン
コ
短
袴
に
御
仕
立
換
願
上
候

其
外
馬
具
に
属
し
て
破
損
及
紛
失
し
易
き
品
御
心
付
も
候
は
ば
、
御
送
付

奉
願
候
、
靴
と
拍
車
は
早
く
出
来
け
れ
ば
願
付
候
、
尚
々
別
紙
御
□
を
被

下
度
候

盛
京
省
海
城
の
北
、
殷
千
戸
屯
に
て

四
月
十
四
日

金
蔵

父
上
様

尚
々
御
家
様
へ
宜
敷

秘
密

第
一
第
三
師
団
と
屯
田
兵
を
以
て
第
一
軍
と
な
り
、
他
の
師
団
を
以
て
第
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二
軍
と
し
、
近
衛
兵
は
別
と
な
る
、
第
五
師
団
は
当
地
の
守
備
隊
な
り
、

今
十
四
日
頃
よ
り
徐
々
に
金
州
へ
運
動
す

(

第
三
師
団
は)

大
総
督
府
は
十
三
日
に
宇
品
出
航

談
判
の
結
果
は
知
ら
ず
、
只
隊
の
運
動
は
此
く
の
如
し
、
当
隊
は
二
十
日

頃
よ
り
運
動
し
、
五
月
五
日
頃
に
は
金
州
へ
集
る
筈
な
り
、

四
月
二
十
六
日

夕
発
信

時
下
春
暖
に
相
成
候
所
、
愈
御
機
嫌
克
被
為
入
候
事
と
奉
存
候
、
花
も
梨

桃
の
花
さ
か
り
に
て
、
柳
も
芽
出
に
し
て
眼
青
く
相
成
候
位
に
候
、
去
り

乍
ら
満
州
の
風
と
て
眼
鏡
な
く
て
は
塵
に
て
埋
ら
る
る
計
り
の
事
に
候
、

日
々
暴
風
に
て
一
分
時
十
里
も
行
く
か
と
思
ふ
計
り
に
候
、
辰
次
郎
は
花

園
口
に
居
り
、
本
日
迄
は
全
く
無
事
に
御
座
候
、
御
安
神
被
下
度
候
、
金

州
に
て
は
コ
レ
ラ
流
行
一
時
は
千
人
も
あ
り
し
由
に
て
一
日
に
二
十
人
も

出
来
し
由
な
れ
ど
、
唯
今
は
全
く
退
却
の
模
様
に
候
、
我
地
よ
り
は
凡
そ

五
十
里
も
隔
り
候

両
三
日
前
の
寒
気
に
や
風
引
多
く
又
肺
ヱ
ン
と
相
成
者
有
之
、
小
坂
井
太

吉
も
同
病
に
て
本
日
蓋
平
の
病
院
へ
入
院
致
候
、
種
々
看
病
人
へ
心
付
け

は
致
候
得
共
、
早
く
全
快
せ
ね
ば
大
に
悪
し
と
気
遣
ひ
候
、
同
病
は
大
熱

の
上
に
左
旨
い
た
み
せ
き
を
す
る
事
に
候
、
彼
是
流
行
せ
ね
ば
善
き
か
、

唯
今
の
所
に
て
第
一
第
二
中
隊
に
都
合
四
人
一
時
に
出
来
皆
入
院
為
致
候
、

太
吉
の
事
は
尋
ね
来
り
候
は
ば
、
親
戚
に
御
話
し
相
成
候
て
宜
敷
候
、
随

分
の
大
病
な
れ
ど
唯
今
は
生
命
に
は
差
支
へ
な
し
と
医
官
は
云
ふ
、
蓋
平

第
一
野
戦
病
院
に
入
院
す
れ
ば
充
分
の
手
当
て
は
出
来
候

手
馴
れ
ざ
る
大
隊
の
事
務
計
り
に
実
に
元
締
め
や
ら
取
調
べ
や
ら
、
昼
寝

も
出
来
ず
、
戦
地
に
来
り
て
唯
休
む
考
へ
の
外
は
無
之
候
、
併
し
鶏
卵
と

日
本
米
に
は
あ
り
つ
き
候
、
下
手
の
馬
乗
り
船
頭
の
如
く
ゆ
ら
り
ゆ
ら
り

と
馬
に
連
れ
て
行
軍
す
る
も
お
か
し
く
候

各
晩
に
は
は
な
し
か
左
衛
門
の
大
流
行
、
醤
酎
一
杯
の
機
嫌
に
て
太
平
楽

に
敵
国
な
が
ら
楽
み
居
候

条
約
も
六
億
万
円
と
申
す
事
、
又
聞
き
し
事
も
候
へ
と
も
皆
皆
新
聞
に
あ

る
よ
し

来
る
五
月
末
に
は
帰
る
と
云
ふ
人
も
あ
れ
ば
七
月
と
云
ふ
人
も
あ
り
、
兎

も
角
戦
争
な
い
事
と
の
評
判
高
し
、
北
京
を
見
ぬ
が
残
念
に
候

四
月
廿
六
日

金
蔵

父
上
様

尚
々
大
隊
長
殿
、
稲
村
軍
夫
殿
、
藤
林
・
島
田
、
長
松
何
れ
も
無
事
に
候

各
様
へ
宜
敷

日
々
食
ひ
物
こ
し
ら
へ
に
て
隊
長
始
め
大
勉
強
と
は
御
笑
ひ
可
被
下
候

四
月
十
四
日

姚
于
屯
滞
在
、
此
日
姚
于
屯
の
北
半
里
に
あ
る
湯
崗
子
の
温
泉
に
入
れ
り
、

辞
令
書
受
取
る
、

四
月
十
五
日

同
上

四
月
十
六
日

同
上
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四
月
十
七
日

同
上

四
月
十
八
日

特
務
総
長
田
村
芳
造
、
同
高
橋
円
照
、
同
坂
井
盤
之
丈
帰
国
を
命
ぜ
ら
れ
、

留
守
第
三
師
団
附
と
な
る
、
此
三
人
は
少
尉
に
昇
進
す
る
筈
な
り
、
坂
井

に
お
聞
き
な
れ
ば
委
細
分
明
候

四
月
十
九
日

滞
在
、
鞍
山
店
の
北
二
里
位
の
所
に
支
那
兵
掩
堡
を
作
り
あ
り

四
月
二
十
日

聯
隊
は
本
日
出
発
、
海
城
を
経
て�
家
子
に
一
泊
す
、
行
程
八
里

二
十
一
日

講
和
仮
条
約
成
立
す
と
聞
け
り
、
本
日�

家
子
滞
在
、
暴
風
な
り
満
州
の

平
野
全
く
硝
煙
の
如
く
缸
瓦
寨
の
古
を
思
ふ
位
な
り

二
十
二
日

本
日
雨
と
雪
ふ
る
、
日
本
の
二
月
の
如
し
、
寒
し

行
程
四
里
半
、
大
石
橋
に
着
し
、
島
田
中
尉
と
会
す
、
同
中
尉
は
第
一
中

隊
附
と
な
る
、
同
人
健
在
な
り
、

二
十
三
日

岳
州
に
至
る
、
行
程
四
里
、
暴
風
な
り
、
土
人
皆
眼
鏡
を
用
ゆ
、
塵
の
高

さ
真
に
十
丈二

十
四
日

破
台
子
に
着
す
、
行
程
四
里
、
支
那
の
目
く
ら
銭
を
乞
ふ
、
為
め
に
次
の

言
を
な
す

日
本
イ
ー
ペ
ン

た
ま
ご

(

煙
草
の
事)

清
語
イ
エ
ン

イ
ー
ベ
ン
ま
ち
た
ま
ぼ

(

巻
煙
の
事)

サ
ト
ー
マ
ン
ヂ
ョ
ウ

な
ど
と

唱
ふ
、
日
本
人
の
ド
ー
ゾ
一
文
の
場
合
な
り
、
可
笑

二
十
五
日

蓋
平
城
を
越
へ
て
古
家
屯
、
に
泊
す
、
同
地
に
滞
在
す
、
同
地
の
豪
家
に

あ
る
故
万
事
都
合
善
し
、

蓋
平
城
は
東
西
凡
そ
五
六
町
南
北
十
町
以
上
あ
り
、
市
街
中
に
日
本
国
旗

を
掲
げ
、
販
売
店
あ
り
、
菓
子
店
五
、
雑
貨
店
十
あ
り
、
人
民
の
市
は
海

城
よ
り
盛
で
海
城
よ
り
物
貨
安
く
紙
幣
を
通
用
す
、
た
ま
ご
十
銭
に
七
個

の
割
な
り

当
地
は
蓋
平
城
の
東
南
一
里
九
丁
に
て
営
口
港
ま
で
九
里
な
り
、
今
不
自

由
な
し
、

委
細
申
上
度
候
へ
ど
も
、
何
分
近
頃
は
武
功
調
に
て
多
忙
中
な
れ
ば
、
御

免
被
下
度
、
更
に
来
る
一
日
の
時
に
は
少
々
な
り
と
も
可
申
上
候
、
日
記

は
別
に
残
し
候

又
々
日
々
郵
便
は
出
る
事
に
相
成
候

五
月
五
日
発
信

拝
敬大

屯
に
て
一
封
差
上
候
以
来
は
殊
に
多
忙
に
て
連
日
徹
夜
の
事
も
有
之
、

専
ら
武
功
の
取
調
べ
の
為
め
皆
々
同
様
に
有
之
候
、
本
日
も
一
段
片
付
き

今
夜
こ
そ
は
貯
へ
置
き
の
日
本
酒
一
杯
と
午
後
二
時
頃
よ
り
楽
み
候
次
第
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に
候
、
さ
れ
ば
、
可
成
病
人
も
有
之
候
へ
ど
も
、
自
分
等
は
忙
し
き
余
り

に
病
気
も
忘
れ
候
計
り
、
三
月
七
日
四
月
十
五
、
十
六
、
十
七
、
十
八
、

十
九
日
出
の
御
手
紙
一
度
に
拝
見
せ
し
次
第
に
て
、
表
書
計
り
に
て
之
を

拝
見
す
る
暇
な
き
は
征
清
中
の
一
紀
念
物
と
す
べ
き
多
忙
に
候
、
以
下
日

記
を
略
述
可
仕
候

四
月
二
十
五
日

晴

聯
隊
は
明
二
十
六
日
よ
り
当
地

(

古
家
屯
と
云
ひ
て
蓋
平
城
南
一
里)

に

滞
在
す
、
日
々
演
習
を
な
す

熊
岳
城
に
は
白
旗
の
賊
あ
り
て
毒
物
を
飲
食
物
に
入
る
と

蓋
平
市
街
は
海
城
よ
り
小
な
れ
ど
、
荒
し
あ
る
家
少
く
人
民
の
中
民
政
庁

と
特
約
し
て
雑
貨
舗
十
軒
、
菓
子
舗
五
軒
あ
り
、
日
本
の
国
旗
を
店
へ
掲

ぐ
、
免
許
の
二
字
を
書
し
て
、
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
坊
主
大
威
張
り
お
祭
の
如

し
、
蓋
平
南
門
及
東
門
の
外
は
市
場
中
々
盛
な
り
、
久
居
神
社
や
名
古
屋

の
招
魂
祭
の
人
出
の
如
し
、
妙
な
音
を
出
し
て
半
清
半
日
本
語
の
聞
く
可

笑
さ
、

四
月
廿
六
日

晴

滞
在
、
中
尉
小
野
政
治
一
等
給
と
な
る
、

蓋
平
の
商
人
は

(

免
許
商
人)

紙
幣
で
も
取
る
、
然
る
に
、
第
三
師
団
の

来
り
て
よ
り
銀
貨
を
以
て
物
を
買
ひ
し
よ
り
、
一
円
紙
幣
に
十
銭
を
添
え

て
一
円
銀
貨
と
交
換
す
る
勢
よ
り
大
に
価
格
を
異
に
す
る
を
禁
ぜ
り

蓋
平
に
は
野
菜
肉
類
を
始
め
と
し
時
と
し
て
魚
肉
も
あ
り
、
営
口
よ
り
来

る
な
り

四
月
廿
七
日

滞
在

近
衛
、
第
四
師
団
は
四
五
日
前
に
上
陸
し
、
近
衛
は
金
州
よ
り
フ
ラ
ン
テ

ン
の
間
、
第
四
師
団
は
金
州
よ
り
貔
子
窩

(ﾋｼｶ)

の
間
に
舎
営
せ
り
、

此
両
師
団
の
中
、
船
中
に
て
コ
レ
ラ
病
人
約
千
人
あ
り
、
目
下
上
陸
地
に

て
尚
続
々
出
来
る
模
様
な
り
と
云

昨
年
十
二
月
三
十
一
日
以
前
よ
り
続
て
出
戦
軍
に
あ
り
て
現
今
従
軍
す
る

物
に
は
準
士
官
以
上

(

特
務
総
長
を
除
く)

へ
服
装
品
を
官
給
せ
ら
る
、

其
品
目
は
、

略
帽
、
略
衣
袴
、
外
套
、
マ
ン
ト
ー
、
ヅ
キ
ン
共

乗
馬
将
校
に
は
長
靴
、
徒
歩
将
校
に
は
短
靴
及
脚
絆
其
他
手
袋
帯
革
軍

刀

(

若
く
は
剣)

く
つ
下
、
襦
袢
、
ヅ
ボ
ン
下
ま
で
、
何
レ
細
き
事
は
後

に
て
通
知
あ
る
筈
な
り

四
月
廿
八
日

雨

風

珍
ら
し
き
風
と
雨
に
し
て
一
日
春
雨
の
思
ひ
あ
り
、
殊
に
当
所
は
支
那
人

の
豪
家
な
れ
ば
、
庭
も
あ
り
植
木
も
あ
り
、
花

(

梨
の
花)

も
開
き
柳
も

青
く
、
如
何
に
も
退
屈
と
云
ふ
天
気
の
中
に
却
て
大
多
忙

本
日
支
那
の
味
噌
の
瓜
漬
を
食
ふ
、
最
も
味
美
に
し
て
日
本
の
如
し

四
月
廿
九
日

雨

曇
天

風

二
銭
銅
貨
を
銀
の
如
く
偽
せ
を
作
る
も
の
あ
り
、

特
務
曹
長
は
爾
来
聯
隊
に
於
て
命
ず

四
月
三
十
日

晴

無
事
多
忙
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五
月
一
日

晴

近
衛
師
団
コ
レ
ラ
病
は
漸
次
減
少
の
景
況
な
り
、
当
師
団
に
於
て
は
目
下

病
人
少
し
、
さ
れ
ど
肺
炎
な
ど
に
な
る
者
あ
り
、
小
坂
井
太
吉
の
如
き
、

皆
風
よ
り
変
化
せ
し
な
り
、
同
人
病
気
は
今
ま
で
は
大
差
な
し
、
先
づ
快

方
な
り
と
、
さ
れ
ど
蓋
平
の
第
一
野
戦
病
院
に
あ
れ
ば
、
詳
し
く
は
知
ら

ず若
原
龍
太
本
日
曹
長
に
任
ず

五
月
二
日

晴

三
等
軍
吏
笠
川
周
徳
、
第
三
大
隊
の
軍
吏
と
な
り
、
池
田
軍
吏
は
弾
薬
縦

列
の
軍
吏
と
な
る

五
月
三
日

晴

無
風

支
那
人
の
盲
人
、
三
味
線
。
胡
弓
笛
等
を
以
て
合
奏
し
て
銭
を
貰
ふ
、
恰

も
日
本
に
能
く
似
た
り
、
然
れ
ど
も
カ
ン
サ
ン
シ
ュ
ウ
タ
ン
ラ
ン
等
の
如

と
き
語
音
に
て
歌
ふ
は
一
寸
面
白
し
、
其
節
調
は
先
づ
日
本
の
都
々
一
風

に
似
た
り
、
終
り
に
は
何
時
で
も

大
人
多
謝

タ
ー
レ
ン

ト
ウ
シ
ャ

日
本
の
あ
り
が
と
ー

此
歌
と
声
を
窓
外
に
聞
き
居
れ
ど
も
如
何
せ
ん
多
忙
の
中
に
て
一
々
何
や

ら
分
ら
ず
、
何
れ
両
三
日
の
中
に
は
是
非
一
度
精
く
見
聞
し
て
申
上
げ
ま

す

五
月
四
日

風

此
日
始
め
て
作
業
を
終
る
、
勲
功
申
立
総
計
下
士
五
十
四
名
、
兵
六
百
と

は
は
一
個
大
隊
分
な
り
し

(

此
上
は
如
何
に
増
減
あ
る
や
は
知
ら
ず)

是

も
風
の
た
よ
り
に
て
秘
密
の
事
は
知
る
も
知
ら
ぬ
も
逢
坂
の
山

雑
記

一
日
本
酒
近
来
二
三
回
も
飲
む
を
得
た
り
、
近
年
の
大
豊
年
と
云
ふ
外
な

し
、
多
忙
中
の
事
な
り
し
を
以
て
一
々
一
人
分
を
記
憶
せ
ざ
る
も
何
で

も
一
合
と
二
合
と
六
合
づ
つ
と
渡
れ
り

一
焼
酎
へ
湯
を
入
れ
砂
糖
を
混
じ
て
飲
む
癖
よ
り
日
本
酒
の
味
の
美
な
る

事
は
咽
喉
へ
鳴
り
込
む
位
な
り
と
は
、
上
戸
の
常
言
な
り
、
さ
れ
ど
飲

み
て
は
眠
り
を
催
す
事
も
多
し
、
禹
が
居
れ
ば
定
め
て
儀
狄
を
叱
す
る

事
な
ら
ん

一
本
国
出
発
以
来
刺
身
を
食
ひ
し
は
廣
島
、
元
山
に
て
十
分
の
暇
乞
を
な

し
、
廿
七
年
十
月
廿
三
日
義
州
に
て
立
見
少
将
に
一
切
れ
も
ら
ひ
し
い

以
来
久
し
く
拝
顔
も
せ
ざ
り
し
か
、
昨
日
ぼ
ら
の
小
さ
き
分
一
尾
を
手

に
入
れ
、
口
に
入
り
申
し
候
、
舌
こ
そ
驚
き
て
日
本
国
へ
帰
り
た
る
心

地
こ
そ
す
る
と
申
す
計
り
に
候
、
隊
長
始
め
一
同
興
に
入
り
多
忙
中
に

も
喜
び
咄
し
に
二
時
間
を
費
し
候

一
川
村
藤
四
郎
と
申
す
巾
下
の
人
に
て
隊
へ
出
入
の
商
人
が
営
口
に
向
け

酒
及
日
用
品
を
上
げ
、
蓋
平
へ
持
来
る
該
商
人
は
時
が
善
き
故
に
大
も
ー

け
を
な
す
な
ら
ん
、
酒
一
升
大
ま
け
に
て
七
拾
銭
八
厘

一
講
和
使
の
事
、
其
後
は
知
ら
ざ
れ
ど
も
、
如
何
に
も
戦
の
済
み
た
る
心

地
せ
り
と
は
一
般
の
風
説
な
り
、

近
く
山
海
関
に
も
行
か
ず
、
北
京
に
も
行
か
ず
、
支
那
に
来
た
こ
そ
序

な
れ
ば
奉
天
へ
で
も
一
度
行
き
た
い
心
持
す
、
北
京
に
て
凱
旋
式
を
な
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す
積
り
が
は
づ
れ
た
り

一
近
衛
や
大
坂
が
不
平
十
分
に
て
漸
く
清
国
に
入
り
し
が
、
見
事
休
戦
と

な
り
た
れ
ば
、
定
め
て
又
く
そ
や
け
を
起
し
居
る
な
ら
ん
、
又
又
総
辞

職
と
で
も
や
る
勇
気
が
あ
る
か
、
先
づ
今
日
は
コ
レ
ラ
に
て
何
の
不
平

も
出
来
な
い
由

一
営
口
乃
ち
日
本
に
て
称
す
る
牛
荘
港
よ
り
日
本
宇
品
迄
は
五
日
に
し
て

到
着
す
、
依
て
五
月
一
日
に
四
月
二
十
一
日
の
芸
備
新
聞
を
一
覧
し
条

約
の
事
を
読
め
り

一
笑
れ
な
が
ら
紬
一
匹
買
へ
り
、
価
五
円
、
日
本
に
て
買
ふ
よ
り
少
し
安

価
な
ら
ん
、
軍
用
カ
バ
ン
入
と
な
し
あ
れ
ば
カ
バ
ン
さ
や
到
着
す
れ
ば

其
中
に
あ
り
、

一
庭
先
き
の
支
那
の
小
供
が
何
や
ら
朝
か
ら
大
声
を
発
す
る
と
能
く
耳
を

立
つ
れ
ば
、

支
那
の
李
鴻
章
は
エ
ッ
ポ
と
ば
か
な
や
つ

と
日
本
語
に
て
誰
や
ら
に
教
へ
も
ら
ひ
し
事
を
復
習
す
る
な
り

毎
日
我
等
の
支
那
語
を
真
似
す
る
は
支
那
人
が
日
本
語
を
学
ぶ
と
同
一

に
し
て
、
日
本
人
は
正
し
き
事
を
学
び
、
支
那
人
は
常
に
お
ど
け
語
を

学
ぶ
、
学
ぶ
も
の
よ
り
教
ゆ
る
も
の
の
罪
な
り
、
嗚
呼
敗
国
の
民
は
万

事
此
く
の
如
く
勝
利
国
の
民
に
圧
せ
ら
る
、
憐
れ
の
限
り
な
り

一
大
寒
の
〇
度
下
に
て
も
毛
布
二
枚
兵
卒
等
は
一
枚
半
位
に
て
夜
を
明
か

し
今
日
の
如
き
春
気
候
に
て
も
、
又
二
枚
を
着
く
る
も
矢
張
り
同
じ
く

安
眠
す
、
人
間
は
兎
角
横
着
な
り
、
其
上
鼻
を
つ
ま
ら
す
者
今
日
却
て

多
し
気
の
緩
し
か
、
但
し
は
油
断
と
不
養
生
か
、
何
で
も
敵
に
居
ら
子

ば
兎
角
何
で
も
何
で
も
何
で
も

一

今
に
な
り
て
は
命
が
惜
し
と
は
誰
の
口
吻
に
も
出
る
、
聞
く
所
に
よ

れ
ば
帰
国
は
今
後
一
ケ
月
の
外
に
て
七
月
頃
と
か
申
す
、
尻
込
ミ
す
る

人
ま
で
も
、
も
ー
一
度
敵
を
殺
し
た
い
と
云
ふ
は
噴
飯
可
笑
と
云
ふ
外

な
し

一

朝
鮮
の
国
務
大
臣
と
華
族
の
総
代
が
慰
問
に
海
城
に
来
り
其
演
説
等

を
聞
き
し
が
感
心
の
オ
馳
走
に
は
未
だ
与
ら
ず
と
は
善
悪
な
き
兵
卒
等

の
小
言

一

人
夫
等
の
中
に
て
日
給
を
上
け
て
呉
れ
と
云
ふ
者
あ
り
、
答
て
曰
く

上
げ
て
や
る
べ
し
、
熱
く
な
る
日
懐
が
暖
く
な
る
と
大
熱
病
コ
レ
ラ
に

な
る
よ
と
人
夫
等
曰
く
、
そ
れ
で
は
広
嶋
ま
で
帰
り
た
と
き
一
度
に
頂

き
た
い
と
人
夫
等
も
今
で
は
金
儲
け
の
考
え
計
り

一

ヨ
ー
カ
ン
一
本
二
十
銭
よ
り
三
十
銭
、
四
銭
定
価
の
煙
草
二
十
銭
、

酒
一
合
十
銭
、
何
で
も
十
銭
以
下
の
取
引
き
な
し
、
銅
貨
の
顔
は
久
し

く
拝
見
不
仕

一

一
日
置
き
に
瓶
風
呂
に
入
る
、
顔
手
足
も
満
州
大
風
の
外
は
朝
鮮
海

城
以
来
の
あ
か
も
葬
ら
れ
、
玉
の
如
き
様
に
な
り
た
り
と
は
当
番
等
の

申
す
事

一

当
地
運
搬
不
便
に
て
蓋
平
の
郵
便
局
も
切
手
貼
用
の
郵
便
を
扱
ひ
呉

れ
ず

切
手
山
の
如
く
残
り
居
候

二
八
年

蓋
平
の
南
一
里

古
家
子
に
て
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五
月
五
日

金
蔵

記

父
上
様

五
月
十
四
日
発
信

五
月
四
日

古
家
子
滞
在
無
事

五
月
五
日

同
上
無
事

歩
兵
中
尉
石
黒�

四
郎
従
七
位
に
叙
せ
ら
る

五
月
六
日
七
日
八
日

無
事

五
月
九
日

午
後
五
時
に
聞
き
し
状
報
次
の
如
し

今
日
よ
り
五
日
間
休
戦
延
期
と
な
れ
り

午
前
八
時
四
十
分

復
州
野
津
司
令
官
発

営
口
に
コ
レ
ラ
病
者
一
人
あ
り
、
依
て
師
団
に
て
は
青
石
関
海
山
寨
に
検

疫
所
を
設
く

序
に
青
石
関
の
事
を
記
せ
ん
に
、
名
の
如
く
青
石
を
以
て
高
さ
三
丈
も

あ
ら
ん
、
巾
二
間
位
も
あ
ら
ん
と
思
は
る
る
石
門
に
し
て
、
蓋
平
城
の
西

北
約
二
十
町
位
の
所
に
あ
り
、
海
城
大
石
橋
方
向
よ
り
来
る
も
の
は
此
関

門
を
通
行
す
る
を
便
利
と
す
、
関
門
左
右
に
は
険
山
に
し
て
人
は
歩
行
し

得
る
も
、
馬
、
車
等
は
通
す
べ
か
ら
ず

此
関
門
は
早
く
申
せ
ば
枇
杷
島
に
て
道
路
の
上
を
通
ず
る
鉄
道
線
の
あ
る

が
如
く
、
或
は
小
ト
ン
ネ
ル
の
如
く
に
作
ら
れ
あ
り
、
上
に
青
石
関
と
石

に
彫
り
付
け
あ
り
、

彼
の
新
聞
に
て
有
名
な
る
乃
木
中
将
の
故
戦
場
た
る
ヒ
ウ
ン
サ
イ
は
青
石

関
西
方
の
村
な
り

五
月
十
日

古
家
子
滞
在

午
後
六
時
十
分
に
受
け
た
る
通
報
次
の
如
し

八
日
午
後
十
一
時
三
十
分
日
清
両
国
条
約
批
准
済
と
な
る
と
、

天
皇
陛
下
万
歳
々
々
々
々

此
日
中
隊
へ
手
鍋
を
渡
す
、
凡
そ
十
三
四
人
に
付
一
個
の
割
な
り
、
此
鍋

が
朝
鮮
内
地
の
頃
よ
り
あ
り
し
な
れ
ば
、
大
便
利
の
事
多
か
り
し
な
ら
ん
、

日
常
に
気
に
も
掛
け
ざ
る
品
も
此
く
の
如
き
事
あ
り
、
出
帥
の
時
は
殊
更

に
平
常
よ
り
考
へ
置
く
事
必
要
な
り

将
校
以
下
へ
酒
一
合
づ
つ
及
び
フ
ラ
ン
ネ
ル
シ
ャ
ツ
并
に
襦
袴
下
等
の
雑

品
を
給
せ
ら
る
、
酒
豊
年
々
々

五
月
十
一
日

古
家
子
滞
在

歩
兵
少
尉
牧
達
之

(

第
一
中
隊)

、
中
尉
小
野
政
治

(

第
七
中
隊)

、
中
尉

田
中
欽
蔵

(

第
十
中
隊)

の
三
氏
は
、
当
聯
隊
附
を
免
ぜ
ら
れ
、
補
充
大

隊
附
を
命
ぜ
ら
れ
、
明
十
二
日
午
前
五
時
に
営
口
へ
向
け
出
発
、
帰
国
あ

り
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其
他
大
尉
竹
内
久
孝

(

第
十
九
聯
隊)

氏
も
同
断
な
り
と
、
是
は
国
民
軍

の
編
制
に
付
て
幹
部
の
必
要
あ
る
に
よ
る
と
聞
き
し
が
、
如
何
か
は
知
ら

ず朝
鮮
国
王
よ
り
の
勅
語
と
野
津
司
令
官
の
奉
答
あ
れ
ど
新
聞
に
譲
り
て
記

せ
ず

午
後
五
時
の
命
令
に
曰
く

一
日
清
両
国
平
和
成
り
た
る
に
付
、
軍
は
現
在
の
儘
停
止
す

二
清
国
軍
に
属
す
る
作
戦
は
今
後
全
く
止
む

右
に
付
訓
示

平
和
成
り
た
る
に
付
衛
生
上
は
も
ち
ろ
ん
犯
罪
者
な
き
如
く
す
べ
し

浄
土
宗
の
従
軍
僧
の
岩
井
智
海
本
日
説
教
に
来
る
、
今
日
は
南
無
阿
弥
陀

仏
も
な
く
、
一
に
勝
ち
驕
る
事
を
戒
め
た
る
事
は
実
に
適
切
に
し
て
、
流

石
に
弁
舌
と
と
も
に
称
賛
す
る
外
な
か
り
し
、
此
僧
は
去
る
一
月
頃
海
城

の
説
教
に
て
故
郷
の
物
語
り
を
以
て
兵
卒
を
泣
か
し
め
大
な
る
感
動
を
与

へ
し
書
生
の
如
き
僧
な
り

五
月
十
二
日

滞
在
、

平
和
に
な
り
、
仕
事
も
一
寸
片
付
き
た
れ
ば
、
運
動
旁
蓋
平
の
河
に
て
か

へ
ど
り
を
致
し
候
、
其
景
況
次
の
如
し

元
来
支
那
の
河
は
堤
も
な
け
れ
ば
、
水
の
流
れ
次
第
な
り
、
地
が
高
く

な
れ
ば
自
然
に
河
幅
が
止
る
な
り
、
そ
れ
も
大
水
と
な
れ
ば
、
漸
次
に
凹

み
込
む

(

遼
河
の
如
き
は
別
し
て
然
り)

蓋
平
の
河
は
乃
ち
是
に
て
水
深
き
所
も
あ
れ
ば
浅
処
も
多
く
河
底
は
砂
に

し
て
に
こ
土
を
混
し
居
れ
り
、
河
幅
凡
そ
三
丁
も
あ
ら
ん
、
な
れ
ど
水
の

流
る
る
所
は

(

数
本
の
筋
の
画)

の
如
く
に
枝
に
分
れ
、
河
中
に
州
多
し
、

依
て
一
処
を
せ
ぎ
止
め
て
か
え
ど
り
の
鑑
考
な
り
、
魚
が
居
れ
ば
大
馳
走
、

な
け
れ
ば
運
動
と
の
決
心
な
り
し

午
後
一
時
出
発
し
、
北
行
十
町
に
し
て
河
に
達
す
、
河
中
魚
を
み
ず
、
却

て
小
さ
き
蛙
児
を
見
る
の
み
、
一
時
大
に
失
望
せ
し
が
、
小
さ
き
魚
一
疋

で
も
と
思
ひ
、
せ
ぎ
止
め
に
掛
り
し
に
、
す
な
ほ
り
魚
沢
山
あ
り
け
れ
ば
、

皆
も
か
え
ど
り
す
る
に
て
は
あ
ら
で
、
手
に
て
捜
り
つ
か
む
な
り
、
見
る

間
に
殆
ど
三
四
百
も
取
り
た
り
し
、

序
に
記
す
、
支
那
人
の
之
を
捕
ふ
る
に
は
、
河
中
に
立
ち
沙
中
を
足
に
て

踏
み
行
く
な
り
、
然
る
と
き
は
足
に
さ
わ
る
者
あ
れ
ば
、
之
を
手
に
て
拾

へ
は
皆
魚
な
り

(

或
は
鎗
の
如
き
者
に
て
捜
る
事
も
あ
り
と)

、
之
を
一

見
せ
し
に
中
々
妙
に
取
る

半
日
の
運
動
も
余
は
公
務
の
為
め
に
時
間
を
憂
へ
、
已
む
を
得
ず
中
途
に

て
帰
れ
り

僅
に
四
時
間
位
に
て
人
夫
十
人
に
て
凡
そ
千
以
上
も
手
に
て
捕
へ
た
り
し
、

二
三
日
の
魚
菜
と
な
れ
り

五
月
十
三
日

滞
在
、

本
日
は
蓋
平
南
門
外
の
橋
開
き
あ
り
、
此
事
は
何
れ
詳
し
く
新
聞
に
出
る

事
な
ら
ん
が
一
二
を
申
せ
ば
、
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元
来
此
河
は
水
少
き
も
、
氷
融
時
節
に
は
俄
に
増
水
し
川
幅
大
と
な
り
、

橋
も
余
程
大
に
し
て
丈
夫
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
持
た
ぬ
な
り
、
然
る
に
支
那

人
の
僻

(

癖)

と
し
て
小
さ
き
土
橋
の
如
き
も
の
を
作
り
置
く
事
な
れ
ば
、

迚
て
も
近
頃
ま
で
は
持
ち
切
れ
ぬ
な
り
、
故
に
彼
の
第
一
師
団
の
太
平
山

を
攻
撃
せ
し
と
き
も
一
度
落
橋
せ
し
が
、
何
と
申
す
も
氷
融
け
の
と
き
な

れ
は
、
僅
に
兵
食
運
搬
位
の
仮
橋
を
支
那
人
に
作
ら
し
め
し
位
の
事
な
り

し
、

然
る
に
此
度
は
此
地
は
愈
日
本
領
と
な
り
、
又
中
々
通
行
に
入
用
な
る
よ

り
師
団
長
の
命
令
に
て
工
兵
隊
を
し
て
作
ら
し
め
し
な
り
と
聞
く
、

橋
は
大
小
あ
り
て
其
中
央
に
島
あ
り
、
橋
一
を
あ
さ
ひ
橋
と
云
ひ
、
一
を

櫻
橋
と
云
ひ
、
島
を
敷
島
と
名
付
ら
れ
た
り
、
彼
の
有
名
な
る
歌
の

敷
島
の
大
和
心
を
人
問
は
ば
、
旭
に
香
ふ
山
桜
花

を
取
り
し
も
の
と
思
は
る
、
日
本
人
の
魂
を
写
し
取
り
し
名
な
り
、
橋
開

き
の
先
渡
者
は
桂
師
団
長
閣
下
と
閑
院
宮
殿
下
に
て
あ
り
し

敷
島
の
大
さ
は
五
十
坪
も
あ
ら
ん
か
、
此
島
の
周
囲
へ
は
柳
を
植
へ
、
石

を
置
き
雪
燈
籠
や
こ
し
か
け
石
な
ど
を
設
け
、
全
く
一
の
公
園
の
形
に
作

ら
れ
傘
台
の
如
き
も
の
も
見
受
け
ら
れ
た
り

閑
院
宮
殿
下
の
御
手
植
の
松
、
桂
中
将
手
植
の
松
も
あ
り
し
、
傍
ら
に
石

へ
此
事
を
ほ
り
付
け
あ
れ
ば
万
世
の
古
蹟
と
こ
そ
残
る
な
り

此
日
は
晴
天
無
風
の
事
な
れ
ば
、
大
隊
長
以
上
は
皆
此
祝
に
列
せ
ら
れ
た

り
、
工
兵
隊
長
の
お
話
し
に
は
橋
の
代
価
は
五
百
円
に
て
人
夫
は
日
延
に

て
一
千
人
に
て
作
れ
り
と
、
一
は
中
尉
某
、
一
は
少
尉
某
が
担
任
し
て
之

を
仕
組
み
た
り
と
、
十
四
日
の
仕
事
の
由
、

作
り
物
も
あ
り
し
由
な
れ
ど
、
自
分
は
其
他
に
行
か
ぬ
事
な
れ
ば
し
ら
ず
、

聞
く
話
に
は
工
兵
隊
の
作
り
た
る
大
緑
門
に
は
武
誉
と
記
し
た
る
も
の
と

万
歳
と
記
し
た
る
も
の
と
皆
き
び
が
ら
又
は
粟
粒
に
て
作
ら
れ
た
る
額
を

上
げ
た
り
と

此
橋
の
杭
は
楊
柳
を
用
ひ
た
れ
ば
、
後
に
は
芽
を
出
し
永
世
の
橋
杭
と
こ

そ
見
ら
れ
た
り
、
殊
に
石
に
て
包
み
又
は
杭
を
周
圍
に
打
込
み
た
れ
ば
、

氷
解
け
の
時
に
て
も
大
丈
夫
橋
一
パ
イ
に
人
が
立
ち
し
と
も
ビ
ク
と
も
せ

ず
、
大
業
大
功
々
々
々
々

小
坂
井
太
吉
は
本
日
手
紙
を
送
り
し
が
、
大
に
快
し
と
、
さ
れ
ど
今
朝
帰

国
と
な
れ
り
、
肺
義
膜
炎
の
事
な
れ
ば
、
帰
国
養
生
が
よ
ろ
し
と
申
し
た

る
事
な
り
、
同
人
は
生
命
に
は
別
条
な
か
る
べ
し
、
序
に
親
か
兄
に
お
知

ら
せ
、

別
に
夕
刻
ま
で
は
記
事
も
無
之
候
、
明
日
は
聯
隊
に
て
将
校
一
同
祝
宴
を

開
き
候
、
第
一
師
団
は
廿
一
日
に
本
国
出
帆
に
と
か
申
す
話
あ
り
し

五
月
十
四
日

五
月
十
四
日
夜

金
蔵
記

父
上
様

谷
義
男
の
事
は
一
切
相
分
り
不
申
候
、
又
別
に
尋
ね
不
申
候

拝
啓

愈
御
機
嫌
克
被
為
入
候
御
事
と
奉
遥
望
候

当
地
両
人
幸
に
無
事
罷
在
候
間
御
休
神
被
成
下
致
候
、
扨
日
清
条
約
も
決

定
、
作
戦
停
止
相
成
、
帝
国
全
勝
の
儀
一
に
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天
皇
陛
下
の
御
稜
威
と
奉
唱
萬
歳
候
、
回
想
候
へ
ば
、
八
ヶ
月
の
従
軍
ニ

而
殊
に
連
戦
連
勝
自
分
の
不
肖
に
も
此
栄
に
預
り
候
儀
、
今
日
に
至
り
殊

更
一
層
愉
快
に
存
申
候
、

乍
去
一
之
武
功
も
無
之
、
唯
に
生
命
の
み
を
保
存
致
候
儀
な
れ
ば
、
故
郷

に
対
し
て
も
恥
入
申
候
計
り
に
候
、
併
し
今
日
ま
で
は
武
職
を
汚
せ
し
事

無
之
、
平
和
帰
航
之
上
は
、
早
々
御
膝
下
に
御
機
嫌
相
伺
候
事
を
楽
み
申

候
、

先
は
右
申
上
度
、
尚
日
記
相
添
へ
候
、
固
よ
り
一
時
の
子
供
だ
ら
し
の
事

計
り
に
候
、
御
笑
覧
被
成
下
度
候
、
謹
言

五
月
十
四
日
夕

蓋
平
の
南
古
家
子
に
於
て

金
蔵

拝

父
上
様

五
月
二
十
六
日
発
信

謹
啓

愈
御
機
嫌
能
被
拝
入
候
御
事
と
奉
存
候
、
私
両
人
と
も
無
事
に
罷
在
候
間
、

御
安
神
被
成
下
度
候

平
和
決
了
に
就
て
は
、
愈
此
度
は
帰
国
の
為
め
行
軍
と
相
成
、
一
昨
廿
四

日
復
州
城
南
前
双
台
子
と
申
す
所
に
滞
在
す
る
事
と
相
成
申
候
、
愈
乗
船

は
何
日
頃
か
は
今
日
相
分
り
不
申
候
へ
ど
も
、
遅
く
も
六
月
二
十
日
頃
に

は
日
本
の
故
土
へ
帰
り
可
申
と
存
候
、

右
の
次
第
に
候
へ
ば
、
何
卒
無
事
に
万
歳
の
声
に
迎
へ
ら
れ
つ
つ
、
凱
旋

の
端
へ
加
り
度
志
願
に
候
、
道
中
に
は
金
州
、
柳
樹
屯
等
の
虎
列
拉
の
巣

窟
と
四
五
日
程
の
船
有
之
候
へ
ば
、
出
来
る
限
り
は
是
レ
又
無
難
を
望
み

候乍
去
第
一
師
団
も
全
く
乗
船
不
仕
候
事
な
れ
ば
、
今
二
十
日
位
は
当
地
に

居
る
事
と
覚
悟
仕
居
候
、
日
本
新
占
領
地
の
風
景
を
咏
か
め
る
も
暫
時
と

相
成
、
一
は
早
く
帰
朝
と
も
思
ひ
、
一
は
名
残
り
に
も
思
は
れ
候
、
次
便

に
閑
有
之
候
ハ
ゴ
詳
し
く
見
聞
可
申
上
積
り
に
候

先
は
軍
事
郵
便
に
よ
り
、
右
迄
申
上
候
、
餘
は
後
便
に
譲
り
候

謹
言

五
月
廿
六
日

朝

復
州
城
の
南
二
里

前
双
台
子
の
宿
営
に
於

て

金
蔵
拝

父
上
様

例
に
よ
り
御
家
様
に
宜
敷

五
月
十
四
日

古
家
子
滞
在

近
々
の
内
に
行
軍
を
始
む
る
と
聞
く
、

本
日
平
和
の
勅
諭
を
賜
る
感
泣
限
り
な
し

五
月
十
五
日

古
家
子
滞
在
、

本
日
は
聯
隊
本
部
に
て
将
校
一
同
酒
宴
を
開
く
、
旅
団
長
閣
下
、
旅
団
副

官
等
来
ら
る
、
酒
二
樽
、
豚
肉
、
牛
肉
、
卵
、
カ
ス
テ
ー
ラ
等
な
り
、
時

に
取
り
て
の
大
好
物
な
り
、
殊
に
魚
も
一
二
品
あ
り
し
、
支
那
人
の
音
楽

を
雇
ひ
、
日
本
兵
人
夫
等
の
万
歳
、
手
品
、
に
わ
か
、
笑
ひ
話
よ
り
種
々
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の
隠
し
芸
と
な
り
、
支
那
人
の
お
ど
り

(

子
供
男)

の
如
き
は
音
楽
に
合

し
て
中
々
妙
な
り
、
残
念
な
る
は
午
後
に
至
り
雨
降
り
し
為
め
、
折
角
装

飾
せ
し
庭
に
て
之
を
行
は
ず
、
室
内
な
り
し
事
な
り
、
午
後
六
時
に
退
散

せ
り
、
旅
団
長
閣
下
の
御
好
み
に
任
せ
一
同
元
寇
軍
歌
を
唱
へ
、
万
歳
の

中
に
終
り
た
り
、
次
て
連
隊
長
岡
本
大
隊
長
を
始
め
胴
上
げ
と
な
り
、
一

同
大
歓
呼
の
中
に
別
れ
た
り
、

大
隊
に
て
は
中
隊
長
等
後
よ
り
来
ら
れ
し
を
以
て
、
第
二
宴
と
な
り
、
支

那
人
の
音
楽
ま
で
午
後
十
一
時
ま
で
歓
呼
せ
り

○
閑
院
宮
殿
下
明
十
六
日
午
前
八
時
軍
司
令
部
に
帰
還
遊
ば
さ
る

○
時
計
は
日
本
の
時
に
合
す
事
と
な
り
、
来
る
二
十
日
よ
り
行
軍
な
り
と

仄
に
聞
け
り

五
月
十
六
日

○
古
家
子
滞
在
、
雨
ふ
り
て
五
月
雨
の
如
し
、

○
大
総
督
府
は
今
日
午
後
三
時
旅
順
出
発
凱
旋
せ
ら
る
る
と

○
牛
車
拾
輌
づ
つ
を
大
隊
に
貸
渡
さ
れ
、
毛
布
類
を
運
搬
す
る
事
と
な
れ

り
、

○
明
日
将
校
以
下
人
夫
ま
で
酒
一
合
巻
煙
草
三
百
本
づ
つ
渡
す
、
又
行
軍

用
と
し
て
酒
一
人
に
付
二
合
筒
同
断

五
月
十
七
日

雨

○
大
屋
中
尉
棚
橋
軍
医
は
行
軍
先
発
と
し
て
出
発
す

○
彭
湖
島
の
コ
レ
ラ
患
者
数
将
校
以
下
千
七
百
十
二
人
、
内
死
亡
千
○
六

十
九
人
な
り
と
、
恐
る
べ
し
々
々
々
々
、
今
に
な
り
て
は
命
が
惜
し

五
月
十
八
日

本
日
の
命
令
に
よ
れ
ば
、

軍
は
第
一
第
三
師
団
の
順
序
に
て
大
連
湾
に
て
乗
船
帰
国
す
と
、
万
歳
の

声
に
送
ら
れ
来
り
し
者
な
れ
ば
万
歳
の
声
を
聞
か
ざ
れ
ば
還
る
事
は
も
っ

と
も
好
ま
ず
、
今
此
の
命
令
あ
り
、
是
れ
よ
り
は
流
行
病
地
を
通
過
す
る

に
は
此
病
と
一
戦
闘
せ
ざ
る
可
か
ら
ず
、
此
戦
に
勝
つ
事
こ
そ
何
よ
り
第

一
な
り
と
申
居
り
候
、
天
皇
陛
下
よ
り
軍
人
へ
凱
旋
後
の
勅
諭
を
賜
る
、

実
に
感
激
の
至
に
候

此
日
師
団
長
閣
下
よ
り
将
校
一
同
を
招
か
れ
帰
国
後
の
御
注
意
あ
り
、
其

要
旨
は
、
聖
勅
の
通
り
終
り
て
一
宴
を
催
さ
れ
、
西
洋
料
理
ま
が
い
に
て

四
百
人
近
く
の
将
校
と
久
々
に
対
面
一
杯
を
傾
け
し
と
き
は
、
又
々
一
層

の
気
持
ち
善
し

(

余
興
は
万
歳
、
人
夫
等
の
に
わ
か
、
獅
子
廻
り
、
支
那

人
の
楽
隊
等
に
て
万
歳
万
歳
の
声
喧
し)

北
川
も
達
者
な
り
、
伊
藤
完
蔵
、
伊
藤
一
雄
、
太
田
大
尉
も
健
康
な
り
、

松
本
に
も
井
上
に
も
同
じ
、
学
友
等
に
面
会
し
、
此
処
彼
処
御
機
嫌
能
く

の
声
と
お
目
出
度
と
の
挨
拶
は
年
始
の
如
し

豊
橋
の
外
山
元
次
中
尉
は
盛
に
桑
名
貫
一
の
事
を
賞
せ
り
、
其
委
細
を
聞

く
と
き
に
余
興
始
ま
り
た
れ
ば
残
念
な
が
ら
精
し
く
は
知
り
聞
か
ず
、
同

中
尉
も
帰
国
後
に
来
り
て
話
さ
ん
と
堅
く
約
束
せ
り
、
貫
一
の
小
隊
長
に

し
て
貫
一
の
死
せ
し
と
き
は
同
人
の
側
ら
に
あ
り
し
と
云
、
貫
一
は
頭
部

を
射
ら
れ
昏
絶
し
た
る
も
の
な
り
と
聞
き
し
事
あ
れ
ど
今
便
は
不
申
述
候
、

先
便

(
安
州
よ
り
の)

と
は
多
少
異
る
事
も
あ
り
と
思
ひ
し
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五
月
十
九
日

魚
類
を
食
ふ
事
を
禁
ぜ
ら
る
、
此
禁
令
の
前
に
ス
ッ
ポ
ン
、
さ
わ
ら
魚
の

生
身
を
食
ふ
、
喉
を
鳴
ら
し
て
味
の
な
き
内
に
入
れ
り
、
此
地
に
は
ス
ッ

ポ
ン
大
さ
三
歳
の
小
供
の
顔
の
如
く
に
て
三
十
銭
位
、
味
良
好
な
り

五
月
二
十
日

第
三
中
隊
特
務
曹
長
坂
根
敏
雄
少
尉
に
任
ぜ
ら
る
、
同
第
一
中
隊
薩
野
亀

蔵

(

伊
勢
射
和
の
人)
同
上
、
名
誉
の
事
な
り

帰
国
、
殊
に
戦
勝
後
の
行
軍
な
れ
ば
、
皆
皆
土
産
物
を
持
ち
た
る
も
の
あ

り
、
是
等
の
為
め
に
行
軍
に
う
ん
す
ー
ウ
ン
ス
ー
と
云
ふ
も
の
あ
り
し
も
、

士
気
は
行
軍
の
元
気
に
て
午
前
五
時
四
十
五
分
出
発
、
十
二
時
芦
家
屯
に

着
す
、
行
程
五
里
半
を
難
な
く
通
過
せ
り

五
月
二
十
一
日

午
前
六
時
半
出
発
、
午
前
十
一
時
廂
黄
旗
に
着
す
、
行
程
三
里

廂
黄
旗
は
名
の
如
く
満
州
八
旗
の
民
族
な
り
、
此
地
は
平
壤
の
敗
兵
来
り

強
盗
搶
掠
せ
し
所
な
り
、
此
民
族
の
中
に
劉
桂
祥
と
云
ふ
人
物
あ
り
、
今

現
に
山
海
関
に
あ
り
と
云

此
地
は
熊
岳
城
の
西
北
一
里
に
あ
り

(

日
本
里)

、
熊
岳
城
は
長
四
町
、

巾
二
三
町
の
楕
円
形
の
城
な
り
、
今
は
荒
れ
て
処
々
に
崩
れ
落
ち
、
城
内

の
民
家
も
多
く
荒
蕪
せ
り

五
月
二
十
二
日

午
前
五
時
出
発
、
楡
樹
房
に
着
す
る
と
き
は
午
後
Ｏ
時
三
十
分
な
り
、
行

程
五
里
、
此
地
以
後
は
凡
て
砂
土
同
様
の
道
路
に
し
て
、
水
に
乏
し
水
瓶

に
湯
を
入
れ
置
か
ざ
れ
ば
行
軍
は
出
来
ず
、
村
も
亦
少
し
一
村
二
三
軒
の

処
あ
り

五
月
二
十
三
日

午
前
五
時
半
出
発
、
楼
子
溝
に
着
す
、
行
程
九
里
、
又
は
云
ふ
、
十
里
と
、

此
日
天
殊
に
暑
く
、
黄
塵
天
に
漲
り
、
沙
礫
面
を
撲
つ
、
殊
に
道
の
遠
き

為
め
に
大
に
疲
労
せ
り
、
一
大
隊
に
人
家
二
十
二
軒
な
り
、
多
く
は
、
露

営
せ
ぬ
計
り
な
り
し
、
又
是
よ
り
他
に
宿
す
る
所
な
し

(

二
三
里
以
上
離

れ
て
も
な
し)五

月
二
十
四
日

午
前
八
時
出
発
、
復
洲
城
を
経
て
前
双
台
子
に
着
す
、
時
に
午
後
一
時
四

十
分
、
行
程
四
里
半

今
日
以
後
は
当
地
に
駐
在
す

或
人
は
曰
く
、
十
日
間
滞
在
と
、
又
曰
く
、
二
十
日
間
と
、
又
曰
く
、
三

十
日
間
と
、
何
に
し
ろ
一
ヶ
月
の
中
に
は
日
本
の
土
地
を
見
る
事
を
得
ん
、

此
地
よ
り
大
連
湾
ま
で
十
八
里
と
申
す
、

金
州
に
コ
レ
ラ
病
な
し
、
柳
樹
屯
に
は
少
々
あ
り
、
是
も
滅
却
す
と
目
下

衛
生
の
事
計
り
に
熱
心
な
り

五
月
十
日
の
国
民
新
聞
を
一
見
せ
り
、
又
大
坂
朝
日
新
聞
、
飯
田
君
の
寄

送
の
分
五
月
九
日
迄
拝
見
す
、

手
紙
一
通
も
来
ら
ず
、
又
出
す
事
も
出
来
が
た
し
、
聞
く
事
多
き
も
帰
国

の
時
の
話
し
に
残
し
候

復
州
城
は
新
聞
に
詳
し
き
事
と
存
じ
候
、
城
内
に
は
第
五
旅
団
司
令
部
あ
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る
の
み
に
て
大
荒
れ
な
り
、
大
さ
は
蓋
平
よ
り
小
、
海
城
よ
り
も
小
に
し

て
、
熊
岳
城
よ
り
は
大
な
り
、
自
分
も
一
度
通
り
し
の
み
な
れ
ば
、
詳
し

く
は
後
便
に
可
申
上
候
、

気
候
は
夏
の
始
め
春
の
終
り
頃
な
り
、
日
々
風
多
く
、
眼
鏡
を
用
ひ
て
行

か
ざ
れ
ば
塵
の
為
め
に
埋
め
ら
る
る
程
な
り
、
右
に
申
す
言
に
驚
き
て
目

が
飛
出
る
と
今
日
は
然
ら
ず
、
驚
き
目
を
開
け
れ
ば
目
の
中
砂
を
以
て
閉

づ
、
之
を
申
せ
ば
閉
口
閉
目
の
事
に
候
、
毎
日
此
の
如
し
、
大
連
湾
に
至

る
ま
で
此
の
如
し
と
聞
く
、
愈
今
よ
り
閉
目
閉
目
の
至
り
に
候

廿
八
年
五
月
二
十
六
日
朝
記
し
終
る

復
州
城
南
二
里
前
双
台
子
に
て

金
蔵

記

父
上
様

謹
啓
、
益
御
機
嫌
被
遊
候
事
と
奉
壽
候
、
愈
来
る
十
三
四
日
頃
に
は
当
地

出
発
、
大
連
湾
に
出
て
、
廿
日
以
後
に
は
乗
船
の
上
、
帰
国
可
仕
都
合
に

候
間
、
御
承
知
被
成
下
度
候
、

島
田
中
尉
は
本
日
占
領
地
総
督
部
附
に
て
、
多
分
蓋
平
の
民
政
庁
附
と
風

評
致
候
、
同
氏
は
又
大
尉
に
昇
任
と
、
例
の
下
馬
評
定
に
候
、

辰
次
郎
も
無
事
に
候
、
何
れ
も
七
月
初
に
は
名
古
屋
に
入
る
と
の
評
判
に

候
、
当
地
皆
様
無
事
の
み
な
ら
ず
非
常
の
御
健
康
に
御
座
候

先
に
無
雑
申
上
度
候

敬
具

金
蔵

父
上
様

諸
方
様
へ
例
の
通
り
御
伝
事
奉
願
候

五
月
廿
四
日

大
隊
は
前
双
台
子
附
近
に
駐
在
す

五
月
二
十
五
日

無
事

五
月
二
十
六
日

二
十
七
日

二
十
八
日

無
事

二
十
九
日

官
給
せ
ら
る
る
帽
衣
袴
等
は
名
古
屋
に
て
渡
さ
る
事
と
な
れ
り

(

帰
国
間

近
な
れ
ば)

還
送
軍
隊
は
本
国
に
到
着
す
れ
ば
上
陸
後
、
一
泊
せ
ず
、
直
ち
に
汽
車
に

て
帰
る
由
の
通
知
あ
り

明
日
酒
一
合
、
煙
草
七
十
本
づ
つ
渡
す

乗
船
の
と
き
腸
胃
病
の
者
は
柳
樹
屯
へ
残
し
て
療
養
せ
し
む
る
旨
達
せ
ら

る征
清
大
総
督
部
よ
り
上
陸
後
は
検
疫
済
夏
服
と
着
換
る
と
達
せ
ら
る
、
又

検
疫
の
為
め
に
凱
旋
の
日
が
後
れ
る
と
訓
示
あ
り
、
さ
れ
ど
当
師
団
は
来

る
二
十
日
よ
り
先
頭
が
乗
り
始
め
る
と

靴
一
足
渡
せ
り

三
十
日

三
十
一
日

無
記
事

支
那
人
の
乞
食
芝
居
を
見
て

ド
ラ
、
笛
、
胡
弓
、
か
ね
は
支
那
人
の
音
楽
器
な
り
、
さ
れ
ど
舞
ひ
方
等
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は
大
に
曲
譜
に
合
せ
り
、
日
本
の
如
く
歌
に
て
舞
ふ
に
あ
ら
ず
、
顔
を
色

つ
け
る
事
は
日
本
の
如
く

｢

目
の
し
り｣

に
墨
又
は
紅
を
用
ひ
白
粉
を
用

ふ
る
な
り
、
さ
れ
ど
日
本
の
如
く
一
様
に
塗
ら
ず
し
て
下
手
に
塗
れ
ば
処

に
よ
り
色
つ
け
処
に
よ
り
禿
げ
、
処
に
よ
り
薄
し
、
一
見
し
て
笑
ふ
の
外

な
し
、

四
つ
竹
の
如
き
も
の
あ
り
、
之
を
鳴
ら
す
、
狂
言
は
顔
付
を
見
て
笑
ふ
の

み
、
言
葉
分
ら
ず
、
さ
れ
ど
中
々
様
子
は
上
手
な
り
、
一
般
に
支
那
人
は

手
ま
ね
上
手
な
り

一
日
、
二
日
、
三
日
、
四
日

記
事
郵
便
に
可
申
上
候
、
珍
事
無
之
候

別
紙
の
歌
は
旧
中
隊
兵
卒
山
月
和
一
郎

(
波
瀬
の
人)

よ
り
送
り
し
者
な

り
、
該
人
は
中
村
大
佐
殿
の
知
人
に
て
旧
部
下
な
り
、
先
月
転
せ
し
と
き

送
り
し
も
の
な
り
、
御
慰
み
に
送
り
申
候

四
日

寄
花
祝

蕾
さ
へ
夕
べ
を
惜
無
諸
人
の
况
て
咲
こ
ふ
暁
の
梅

山
月

神
垣
や
ほ
ん
の
り
梅
の
朝
ぼ
ら
け

さ
ん
月

六
月
十
四
日

謹
啓

其
後
は
御
清
寿
被
遊
候
御
事
と
奉
存
候
、
私
両
人
と
も
無
事
奉
職
仕
居
候

間
、
御
休
神
可
被
下
候
、
愈
来
る
十
七
日
よ
り
金
州
へ
向
け
候
事

(

金
州

は
大
連
湾
の
北
二
里
の
処
な
り)

、
さ
す
れ
ば
大
抵
廿
一
二
日
頃
に
は
乗

船
可
仕
か
と
存
候
、
都
合
さ
へ
善
け
れ
ば
、
本
月
末
に
帰
名
致
す
べ
き
事

と
噂
さ
申
候
、
検
疫
有
之
何
分
船
中
の
無
事
を
祈
り
候
、
船
は
新
波
丸
、

福
岡
丸
、
彦
山
丸
、
太
陽
丸
の
中
に
有
之
候
、
多
分
新
波
丸
と
存
候
、
辰

次
郎
は
多
分
福
岡
丸
と
存
候
、
金
州
へ
集
り
不
申
て
は
愈
の
事
は
一
つ
も

相
分
り
不
申
候
、
去
り
乍
ら
、
又
宇
品
か
天
保
山
か
、
是
も
又
分
り
不
申

候
、
塵
埃
を
打
消
し
、
雨
後
の
青
山
を
眺
め
た
り
、
気
候
日
中
は
九
十
度

前
後
に
も
あ
ら
ん
、
却
て
夜
間
は
毛
布
壱
枚
に
て
丁
度
よ
り
少
し
寒
き
心

持
せ
り
、
昼
夜
の
差
著
し
き
よ
り
生
ず
る
病
人
は
お
こ
り
、
脚
気
、
下
痢

の
類
な
り
、

頃
日
土
人
に
托
し
て
満
州
の
文
字
を
写
し
取
ら
し
め
た
り
、
何
と
云
ふ
字

か
不
分
明
な
れ
ど
、
多
分
旌
表
貞
節
の
四
字
な
ら
ん
と
云
へ
り

来
る
十
七
日
よ
り
行
進
を
始
め
十
九
日
に
は
金
州
に
至
る
筈
な
り
、
さ
れ

ば
二
十
一
二
日
頃
に
は
都
合
よ
け
れ
ば
乗
船
す
る
か
と
思
は
れ
候

諸
将
校
方
は
何
れ
も
無
事
、
島
田
中
尉
は
去
る
九
日
に
、
蓋
平
民
政
庁
に

出
ら
れ
居
れ
り
、
本
日
文
通
あ
り
、
無
事
な
り

六
月
十
四
日

午
後
三
時
認
め

金
蔵

[

完]
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